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要 旨 ： 思 春 期 の ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン に 関 す る 詳 細 調 査 を 目 的 と し て、 ２００１ 年 は 大 東 町 の 中

学 生 ７６６ 人 を 対 象 に 健 康 簡 題 へ の 関 心 と 対 処 方 法 の 実 態 調 査 を 行 な い、 ２００２ 年 は 大 東 町 立 中

学 校 教 員 ４４ 名 を 対 象 に、 申 学 生 の 健 康 間 題 へ の 意 識 と 課 題 を 明 ら か に し た。 本 年 は、 ２００１ 年

と ２００２ 年 の 調 査 か ら 健 康 間 題 の 関 心 （生 活 ・ 健 康 上 の 悩 み、 今 知 り た い こ と）、 対 処 方 法 （悩

み の 対 処 方 法、 相 談 相 手 に 望 む 人） に 焦 点 を 当 て て、 両 者 間 の 楠 違 の 有 無 を 検 討 した。 さ ら に、

学 校 に お け る 性 教 育 の 実 態 調 査 と 性 教 育 に 関 す る 教 員 の 認 識 の 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た。 そ の 結

果、
生 活 ・ 健 康 上 の 悩 み の 項 貿 で は 「ア イ デ ン テ ィテ ィ！

・「学 校 生 活」、
今 知 り た い こ と と 相 談

相 手 に 望 む 人 で は 申 学 生 と 教 員 間 に 有 意 差 が み ら れ た （ｐ＜０．０５）。
し か し

、
有 意 差 の あ る 項 扇

は 少 征 か っ た。 こ れ は、 聞 き 取 り 調 査 か ら 教 員 が 目 々 生 徒 達 と 良 く 関 わ り、 き め 細 かく 生 徒 た

ち を 見 て い る 結 果 で は な い か と 考 え る。 さ ら に、 聞 き 取 り 調 査 か ら ほ ぼ 全 員 の 教 員 が 性 教 育 の

重 要 性 を 感 じ て い た。

一 ． は じ
め に

思春 期 は子 ども から犬 人 へと身 体・精神 淋 大き

く 変 化す る時期 で あり、そ の時の 健 康は 将来 にわ

た っ て 大 き く 影 響 を 及 ぼ す。 特 に、 リ
プ ロ ダ ク テ

ィ ブ・ヘノレス に 関 わ る 多く の 閥 題 は 思 春 期 に お こ

る 可 能 性 が 高 い と い わ れ て い る］）。
そ れ は

、
思 春

期の 子 どもた ちの 知り たい と思う 情 報、特に リ
プ

ロ ダク ティ ブ・ヘ ル ス に 関 す る 情 報 は 入 手 し づ ら

い 環 境 に あ る た め と 考 え る。

２００１年 に我々 が 調査 した２）中学 生の 健康 に関

する 情報 源 を見る と、 身 近な とこ ろにい る 友人 ・

雑 誌・テ レ ビ な ど の マ ス メ デイ ア が 最 も 多 か っ た。

しか し、友人 か らの清 報は 闘き か じった 内容 で あ

り 正 確 さ が 危 ぶ ま れ る。
ま た
、 マ
ス メ デ ィ ア を 媒

体 と した 誤 っ た情 報 は いた ず ら に子 ども た ちの

不 安 を 煽 ら ぜ た り、 悩 ま せ る 結 果 と な っ て い る。

思 春 期 を 対 象 と した 相 談 機 関が 不 昆 して い る

現 在にお いて、 将 来の 子 どもた ちが 健康 を獲 得

す る た め に は
、
ま ず 身 近 に い る 大 人 が

、
今 予 ど

もた ちが どんな健 康閥 題 に悩み、 どんな知 識 を

知 り たい と 考 えて い るの かを知 る 必 要 が ある。

そ して、 子 ども たち自 身 の性 を含 む健 康閥 題へ

の 関 心 と 対 処 方 法 を把 握 し て 中 学 生 の 二 一 ズ

に あっ た健康 教 育、 健 康棉 談 を行 なう 必要 があ

る。 そ し て、 こ の
た め に は 大 人 が 思 っ て い る こ

と と
、
子 ども た ち が 考 え て い る こ と に ズ レ が あ

る とい うこ と を認 識す る必 要が ある。

そこ で、 本 調 査で は、 中学 生の 健康 間題 への

関心と 対処 方法 にっ いて、 中 学生 と教員 の 調査

か らそ の 違 い を明 ら か に す る こ と と 教 員 へ の

闘 き 取り から 性教 育の あり 方 を検 討 した。

１． 調 査 対 象

Ｉ． 方 法

１） ア ン ケー ト対 象

・ 大 東 町 の 中 学 生 ７ ６ ６ 名

・ 大 東町 申学 校 教員４ ４名

２） 面 接 対象

・大 東 町 申 学 校 教 員 ２０名 （男 １２ 名、 女 ８ 名）
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２． 調 査 方 法 と
内 容

１） ア ン ケー ト調 査 の比 較

２００１ 年
、
中 学 生 対 象 の 調 査 と ２００２ 年、 教

員 対象 の調 査 から、 健 康 聞 題へ の 関 心 につ い

て は、
「生活・ 健康 上の悩 み パ ①アイ デ ンティ

ティ、
② 学 校 生 活

、
③ 体 の 変 化 ・ 発 達

、
④ 家 族

関係、 ⑤ 恋愛 や 性 行 動） と 吟、 知 り たい こ

と」 の ２ 項目 （詳細 項賢 ５）、 そ の対 処方 法に

つ いて は、
ギ悩 み の対 処方 渕 と 「相 談相 手に

望 む 刈 の ２ 項目 に焦 点を 当て て、 両者 間の

相 違の 有無 を 比較 検討 した。

２） 面 接調 査

研 究 同 意 が 得 ら れ た各 教員 の 都 合 の 良 い

時間 に、 性 教 育に 関す る面接 調 査紙 を基 に個

人 面接 を 実施 した。 調査依 頼 は、 大東 町 教育

委 員 会と 両中 学校 の校 長先 生、 教 頭先 生、 養

護 教 論 に 研 究 の 趣 旨 を 説 明 し許 可 を 得 て 実

施 した。 面接 調査 は本 研究 者 ３名
が 行 なった。

調 査内 容は、 ①教 員の 背景、 ②性 教 育研修

会へ の参加 意 識、 ③ 教員 秘受 けた 性 教育、 ④

性の 相談 や授 業 で困っ たこ と、 ⑤今 後 の性 教

育 へ の 要 望 の ５ 項 目 行 な っ た。 そ れ を、 カ
テ

ゴリ ー に 分 類 し た。

表 １ ア ンケ ー ト対象 者 の背 最

男 女 合書十

（人） （人） （人）

中 学 生 ３ｇｇ ３６７ ７６６

１年 生 １尋０

２年 生 童３２

３年 生 ユ２７

王１４ ２５４

工２６ ２５８

１２７ ２５４

教 員 ２６ １８ ４４

２） 面 接対 象者 の背 景 （表２）

男 性 教 員 １２名、女 性
教 員 ８名 の 計 ２０名 で、

年 齢 は、 ２０～５０ 歳 代 に
わ た っ て い た。

担 当

教 科 は 保 健 体 育 ４ 名、
数 学 ・ 理 科 各 ３ 名

、
養

護 教 諭 ・ 技 術 家 庭 ・ 国 語 ・ 杜 会 ・ 英 語 が 各 ２

名 で あ っ た。
ま た、 ク ラ ス 担 任 を して い る の

は７名 で、 性 教育の 研修 会に 参加 した こと の

あ る 教 員 は ９ 名 で あ っ た。

表 ２ 面接 対象 者 の背 景

項 目 人 数（人）

性 別

男 １２

女 ８

合 計 ２０

２． 倫 理 的 配 慮

調 査依 頼に あたっ て は、 大東 町教 育長 と 両中

学校 校長 およ び養護 教 諭 に研究 の趣 旨 を十 分説

明 し、 調 査結 果の 匿名 性 の保持、 調 査 に同意 し

ない こと によ り 不利益 を こうむ るこ とが な いこ

と を 約 束 し た
。

年 齢

２０代 １

３０代 ５

４０代 ７

５０代 ７

巫
．
結 果

１
、 調
査 対 象 者 の 背 景

１） ア ンケ ー ト対 象者 （表 １）

中 学 生 は ７６６ 名 で あ り、
そ の 内 訳 は

、
１ 年

生 ２５４ 名
、
２ 年 生 ２５８ 名、 ３ 年

生 ２５迅 名 で、

教員 は 狙 名 で あっ た。

担 任 学 級 の 有 無

有 ７

無 １３

担当 教科

保 健 体 育 ４

養 護 ２

数 学 ３

英 語 ２

園 語 ２

理 科 ３

杜 会 ２

技 術 家 庭 ２

研 修 会 参加 の 有 無

有 ９

無 １１
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２． 健 康 闇題 につ いて の銑 較

１） 生 活・ 健康 上 の悩 みに 関す る比 較

① アイ デ ンティティ に関 する比 較 （図 １）

中 学 生は、 憾 情の 揺 柵 ２７．９％、 噌 分の

性 格」２６，８％、
噌 分 が わ か ら な い」 ２１．８

％ と

い う ３項 胃 に はあま り 差は みら れ な かっ た。

し か し 教 員 の ほ と ん ど は 感 情 の 揺 れ ８２，０％

と 回 答 し て お り、 教 員
が 有 意 に 高 か っ た

（ＰくＯ．０５）。

感構の馳 ‘ ‘ コ ・

自分の性格

１㈱ 早 ・

１ 榊 １１１甲

鮒吋
その他
１

複数酪

雌徒
（ｎ・１ ㈱

一教員

（ｎ・側

Ｌ 二 一％
０ ２０ 毎０ ６０ ８０ １００

＊ Ｐ＜Ｏ．０５

図、 アイデンティティに関する比 較

② 学校 生活 に関 する 比較 （図２）

生 徒 は
、
ｒ成 績 や 進 路 の 不 安」 ５２．０％、 咬

達 つ き 合 い が 下 手ｊ １７．６％、
「部 活 の 悩 みｊ

１３．８
％
、
「学 校 に 行 き た く な い」９．８％、

「い じ

め に あ っ む ３．７％ で あ っ た。 教 員 は
「友 達 っ

き 合 い が 下 手」 ６４．０％ と
一 番 多 く、 次 に

「成

績 や 進 路 の 不 安」 １８．Ｏ
％
、
「学 校 に 行 き た く

な い」 １０．Ｏ
％
、
「い じ め に あ っ た一 ８．０％ で あ

っ た。 成績や 進 路の不 安 は生徒 が 有意 に高く、

友 達 付 き 合 い が 下 手 に 関 して は教 員 が 有 意

に 高 い と い う 結 果 で あ っ だ。
（Ｐく０．０５）。

成績や進路の不安

友…嚢づきあいが下手

鵠の悩み
麗

轍１１！／１ 咽

む、じめ‘、あつた
鰯

１叫

；；；■コ・

複数圓答

圏生徒

（ｎ・９９２）

８教震

（竈・ 州

０ ２０ 牟０ ６０ ８０

図２ 学校生 活 に関する鋭較

＊ Ｐ＜０．
０５

③ 体 の変 化・ 発 達に 関す る比 較 （図 ３）

喀 姿 に 関 す る こ とｊで は、
生 徒 ５０．４％、

教 員 ８２
．
Ｏ％ と 一 番 多 か っ 危。

次 に
、
「身 体

の 発 育 の 個 人 差」 で 生 徒 は ２６．６％、 教 員 は

１８．Ｏ％ で あ り、 こ れ ら の 項 貿 は
生 徒 と 教 員

で は 同 じ 傾 向 の 回 答 で あ っ た。
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蓉姿に関すること

躰㈱１／ 智

体臭や。臭 璽

性器の変化に憤れる
１

複数團答

慶生徒

（鶉・フ３２）

８教員

（ｎ・ 捌

親との関係

息 鰯
蒙族の繍

繍岬

その他
騒

麟酪

碓徒
１ｎ・ 舳

１教員て円＝４２）

繍．夢績の駄差１ 雛蹴
鰯

その他
１

０ ２０ 奉０ ６０ ８０ １００

転屠や転校
麗

＿＿ ＿一．」 ＿ Ｌ 一 ■ ％

０ ２０ ４０ ６暮 ８０ 湖

図３ 体 の変 化・発 達 に関 する比 較 図４ 家族 関係 に関する比較

④ 家族 関係 に 関す る比 較 （図 逐）

家 族 関係 の中 では、
ｒ親 と の関 係 が一 番 多

く、
生 徒 ６５．

５ ％
、
教 員 ９３

．
０％ で あ り

、
次 に、

晒 親の 喧 嘩 や 離婚 ・ 再婚 に つ いて」、 生徒

６５．５ ％、
教 員 ７．Ｏ ％ で あ っ 危。 こ れ

ら の 項 冒

は生 徒と 教 員 で は有 意差 が 見 られ な か っ た。

⑤ 恋愛 や性 行動 に 関する 筑 較 （図 ５）

「恋 愛 関 係！ が 一 番 多く、
生 徒 ５７．３

％
、

教 員 ９２．Ｏ％、 次 は、
「性 体 験」 で あ り、

生

徒 １２．５
％
、
教 員 ６．Ｏ ％ 、

「 キ 刈 の 項 買 で

は
、
生 徒 １０．３ ％、

教 員 ３．０ ％ で あ っ 危。

恋 愛 や性 行 動 に 関す る 比 較 で は どの 項

胃 に お い て も 両 者 間 に 有 意 差 は 見 られ な

が つ た。
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恋愛露係

１１岬

複数回答

１１ 腎 １篶
、、，

８教員

難の身体のこと
露 （炉１１）

夢繍自慰行為
麗

ス奏レス解消法 彗…警…彗…彗彗 蟄 二ニコ幸

その他
観

一⊥ 」 ＿」 ⊥ Ｌ一
眺

⑪ ２８ ｛０ ６０ ８０ １００

人熊係

人雛１方 警

ダ仙／ 警

難１㈱き合い方 雪 ’

性器や躰の鰯人差 巴

牲交・避妊 己

鱗浮

そ②屯

１経弩

複数回答

雌徒
（ｎ・棚Ｏ）

１教貫

（潮）

圏 ５ 恋愛 や性 行動 に関する比 較

０ ２０ 卑Ｏ

＊ Ｐ＜Ｏ．
０５

璽 ６ 今、知りたいことに関する比 較

２） 今、 知 り た い 二 と （図 ６）

生 徒 は、
「ス ト レ ス 解 消」 ２５．

２％
、
吠 間 関

係 」 １９，１ ％、
「人 生 や 生 き 方」 １７．７ ％、

「ダ イ

エ ッ ト」１逃、８％、
「異 性 と の 付 き 合 い 方 ∬Ｏ．７％

の 順 で あ っ た。
一 方 教 員 は、

「人 間 関 係」

２５．Ｏ％、 曝 性 と の 付 き 合 い
方」 １７．２

％
、
「人

生 や 生 き 方」 １５．５
％
、
「ダイ エ ッ ト」 １５．６％ の

順 で あ つ た。

両 者 間 に 有意 差 が あっ た の は ス トレ ス 解

消 法 で 有 意 に 生 徒 が 高 か っ た （ｐ＜０．
０５）。

３） 悩 みの 対処 方 法に 関す る比 較 （図 ７）

悩 み の対 処方 法で は、 生徒 は 胴 性 の友

人 と 話 す」２８，８％、
「一 人 で 悩 ん だ Ｈ３．８

％
、

「じっ と 我 慢 し たｊ １３，８
％
、
「家 族 に 八 つ

当 た ” １０．
６％
、
「家 族 と 話 す」 １０，３％ の

順 であ った。 教貫は、 胴 性の 友人 と話 す」

３７．１％、
「一 人 で 悩 ん だ」 １４．６％、

「携 帯 電

話 で 話 す」 １３．５
％
、
「家 族 に 八 っ 当 た り」

９．０
％
、
「じっ と 我 慢 し む ９．Ｏ％ の 順 で あ っ

危
。

悩み の 対処 方法 の選択 肢 の １位、２ 位 は

生徒、教員 と もに 胴 性 の友 人と 話す」、
「一

人 で悩 ん だ」 であっ た。 ３位 以 下の順 位 は

各々 異なっ て いた が、 各項冒 と もに 両者 間

の有 意 差は認 め られ なかっ た。
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同性の友人と話す

一人で悩んだ 竃

じっと我慢 警 腎

家族に八つ当た１ 腎

家族と話す 警寧

メール 機 電話で話す 警 ’

雑誌・本から情報を得る 警

先輩・教師に相談 甲

難の友人に相談 聾

複数回答

綴生徒

（竈・１３０８）

１教員（臼：８９）

インターネットで情報を得る
騒

考え方・行動を直す ■
一 ＿ ＿．＿ ＿」 ⊥ ＿一 ＿ ．＿

％

０ １０ ２０ ３０ 尊０

図 ７ 健康 問 題への 対 処に関する比較

繊しやすい友人
．

自分鱒して／抗る人

纐腎

１１弩

枇織１１

養護教１ 宝 ・

その絶１

スクー嚇ンセ升

看翻・鰯・鰯

竺竺竺 竺コ１

複数酪

圏生徒

（ｎ・舳）

Ｉ数飾・１５）

榊．０５

一一一一一 一⊥ 二 一 一 一 鵠

２暮 尋Ｏ 看Ｏ 豊Ｏ

図８ 相 談相 手に望む 人の 比 較

４） 相談 相 手に 望む 人の 比較 （図 ８）

… 番棉 談穐 手に望 むの は 両者と も に 「相 談

し や す い 友 人一 で、
生 徒 ６８．０ ％、

教 員 ４４
．０
％
、

次 に
、
ｒ自 分 を 理 解 し て く れ る 人ｊ で、 生 徒

６２．３ ％、
教 員 ２９．３ ％ で あ り 、 こ二 の ２ 項 冒 の 順

位 に 差 は見 ら れ な かっ た。 しか し、 噌 分 を

理 解 してく れ る 人一 で は生 徒 が 有意 に 高く、

Ｆ親」 に関 しても 値は 俵い なが らも 生徒 が有

意 に 高 か っ た。
一 方、

「養 護 教 諭一 に 関 し て

は 教 員 が 有 意 に 高 か っ た （ｐ＜Ｏ．０５妻。

２。 健康 間題 （性） に関 する 聞き 取 りか ら

！） 性 教 育研 修会 への 参加 意識 （表 ３）

研 修会 の主 催 は、 静 潤県・串 部 教育 事務

所・養 護 教 諭 申 部 研 修 会・校 内 な ど で あ り
、

養護 教諭、 傑 健体 育の 教員 の参加 が 多 かっ

た。 研 修 会 で 学
ん だ こ と は、

生 徒 へ の 個 人

指 導
、
教 員 へ の 対 応

、
学 級 活 動

、
授 業
、
保

護者 の相 談 へ活 用 して いた。

参加 しな かっ た理由 は、 他 の研 修会 との

重 な り を あ げ て い 危 が 性 教 育 の 研 修 会 参

加 の必 要性 はあ ると答 えてい た。 そ の 理南

と し て
、
性 交 の 低 年 齢 化、 性 モ ラ ル の 像 下

か ら 性 教 育 の 必 要 性 を感 じる が 性 教 育 を

行 う 自信 が無 い の で参 加 した い であ っ た。
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表 ３
．
性教育研修会への意識 表 遂． 教員 の受 けた 性教 育

項 冒 主な慧晃内容および人数｛人〕 項 冒

晦 牢，今 年，４年前，７年 離，王Ｏ隼
諒
，王５
隼前
，１
７牢 諒｛各王）

内容および人数（人）

参椀した時期

室催者

・一養言嚢菱定言命申音Ｅ百芹｛彦会｛２）

・申 部教 育事 務所（２）

・静 岡県（２）

・校 榊 ２）

・純 ω

役に立った

主な内容

・僅 感染 症 について

・
、
悪春期 の心 身の変 化｛女子・男子の 違い）

・性教育 の芳 澁

・遁≡垂壬プデ手去

・カ ウン セりン グテク ニック

・入〕二妊娠 中絶 の恐ろしさについて

・習った言己憾がない（９〕

・家庭では習わなかった（１η

・小学校で、女子だけの初潮教育
だけ習った（９）

τ弔事１奏烹蛋転事碕蔓落亭菟距匿爾ヨτ≡そ芽蜀夏否ぞ
Ｉ’

習２た（５）
家 庭 や 学 校 教 育

仁 ’．一’ ’ ＩＩ’’Ｉ Ｉ’’’ 血 ‘’’’Ｉ ’一’’Ｉ’ ’‘ １ 血 ’．‘ 一 一一 一 冊 ’’’’．． ‘ “ ’一． ‘．．Ｉ一’’．一 ’一’ ‘ Ｉ ’１

で受けた性教育 坤 学で・避妊の佐方までを具体的に物晶を箆て習っ
た（１）

・高校で、避娃を含めた内容をならった ω

・大学で、発
達心理学の授業の中で習った／２）

・大学で、生物学の授業の串で習った（２〕

・母親から習った（３）

参 加しなかった

理由

・研修 会竃 蒔が合 わなかった（９）

・性教 育畷 鰺会より参カロしたい継の 研修 会があった（１）

・不 郷１）

研 修会の 必要 憧

・参椀 の必要 傍を非 鴬に感じる｛２）

・研修 会での 箏例などは保 鰹倭 畜の擾 業に役 立つ ので必 要

工’三涯亭亨兀示砥下τぞ薩葬行不面蕃そ君蕎蕾 蟹 葛そη葛みぞ
’’

．．
圭 佐損
．
慧圭≡旦獲差２竈二越 土２工星 韮 嚢塑』左生二＿．．．＿．．＿．＿．．．．．

・多 数の女 子高 校生が予生交 経験 巻という現状を考えると必 要

羽薮葡轟 蕨 頁 濯 轟蔵三葛 寄蕎辰灰芯藪一一一

、．
童 ゑ烈 三

．
琶
．
違珪 望墾 壁璽∠塁磐 り堕堕亙竺 皇土三 匹

．＿．＿．．＿．．

・校 内でσ）勉 強会 が必要

・若い 先生 方に 必要

推 の 低隼 齢化 があるので、生 徒竃 導を含めた研 修会が 必襲

マ茱萄…１荘藍砺■菱茄こ葛茎あ葛冨三牙子茗落薄石蓄冨；τ
…

．．

埜 二 ９ ∫ 坐 髪 塾 当 丞 讐 富 独 皇 塗 童

．
二
．．．．．．．．．＿ ．．．．．．．．＿．．．．．．．＿．＿．．．．．

・養 護教 識二径 童ているの で必要 性を感じない

丁 幕 箭 肩 烹
一
荻二＝蒲 爾 蔭 甫 罧三 募 赫

一一‘’Ｉ‘一’’一’’一’

．

ム 蓬 進 迎 望 じ

． ＿ ．、．． ＿ ．．、、 ＿ ．．．．．． ＿ ．．．．．．．．．． ’ ．一一． ＿ ．．．．． 士 ． ．．． ＿ ． ＿ ．． ＿ ． ．

・研 修会 に期 待していないし
、
興 昧がないので必 要がな い

マ至；三露τモ藩義轟蕊ζモモ蒼募疋Σ…≡τモ肩蒲尼弓茎房竈あ
’一

で参椀したくない

３） 性の相 談 や授 業 で困っ た こと （表５）

「困 っ た 経 験 が な い一 は １１ 名 で あ っ た 淋、

３０ 歳代 の ５ 名 の教 員は ｒ自 分自 身の 差恥

心が あり生 徒 に話す こと は恥 ず か しい」 と

答 え て い た。 ま た、 境 在 の よ う に 学 級 活
動

の一 環 と した 性 教 育 で は集 団 と して の 教

育 に なっ て しま い 生 徒 の個 人 差 を考 慮 し

た 指 導 が でき な い の で 困っ て い る と 指 摘

し て い る 教 員 も 逐 名 い た。

表 ５ 性 の相 談や 授業 で 困っ たこ と

圭な意見内容および人数｛人）

２） 教員 の受 けた 性教 育 （表 ４）

小 学 校～ 大 学 ま で で性 教 育 を受 け た こ と

が ない 教員 は約 半数 であっ た。 受 けた こと が

ある と 答 えた 教員 の 内容 は、
ｒ女 子 を対 象 と

し た 初 潮 教 育」、
ｒ生 命 の 大 切 さ」、

ｒ第 ２ 次 性

徴」、
「避 妊ｊ で あ っ た。

家庭 での 性教 育に つい て は、 殆 どの 教員 は

受 け た記憶 が無 いと 答 えてい た。 全員 に共通

し て い え る こ と は満 昆 し た 性 教 育 は受 け て

い な レ、と し、う こ と で あ る
。

・困ったことはな い（１１）

・自 分自 身 に差 恥 心があり、語ることが 恥 ずかしい（５）

・環 在のような 学級 活 動の・・環 とした性 教 育 では集 団 指 導に

なり、鯛人差がある時期碓えに難しい（幻

・時 閻がと派な いため 翼俸 的なことができない

・惟 教 育は 本 莱どこ０）罎 域できちんと押さえるべきか 検言苛の

必 要 牲を感じて いる
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４） 今後 の 性教 育へ の要 望 （表６）

「学 校が す べ て では なく、 小 さ い頃 か ら折

に触 れ やる べ き であ る。 親 に 情 報 を流 し、

啓蒙 で きる 場 所 や指 導 が ほ しい一 と して、

家庭 での 性 教育を訴 え てい る 教員淋 ７ 名 い

た。 次 に
「カ リ キュ ラ ム 改正 で 授 業時 間 が

削 減さ れ てお り、 学 級 活 動 の一 環 と して の

性 教 育は 現在 のま ま で よ い と思 う が他 に も

や る こ と が 多 す ぎ る」、
「技 衡 家 庭 科、 保

健

体 育 の時 間 は現 状 のま ま に して 牲 教 育を 行

っ て ほ しい」 な ど各 教員 間 の調 整 を 望ん で

い る 者 は ４ 名 い た。

性 教 育 を よ り よ い も の に す る ため に は、
ｒ理 想的 に 積 み土 げ たカ リ キュ ラ ム が必 要

であ り、 そ の ため に は性 教育 の系 統 だっ た

テ キ ス トや 資 料 淋 欲 し い一は ４名 で あ っ た。

「教 員 が授 業 を担 当 する より は、 専 門 性の

ある 於部 講 師 を た の む こ と も 今 後 必 要」 ３

名。「研 修会 は事例 や 指導 方 法が 実際 にわ か

る 内 容 が 欲 し い」 ３ 名。
ま た、

吠 間 の 生 き

方を 含め た性 教育 の必 要性」 ３名 であっ た。

表６ 今 後 の性 教 育へ の要 望

主な意見践容および人数（人）

・学 校 が す べ て で は なく、 家 庭 で 親 が 性 教 育 を伝 完る 教 育（７）

・カリキ ュラム 改 正 により授 業 跨 間 が 減り、 益 々 牲 教 育 に 当 てる

Ｊ童艶三竺塗 埜２ 且三ゑα∫．
圭 坐 瞳 艶三蛭 は土虹＿。．．、。＿．＿

・現 状 で は 各 教 貴・各 教 科 で の 調 整 不 是 で ある（４／

・理 想 的 に は 積 み あ がった カリキ ュラム が 必 要 であり、そ の
た め の

系 統 だっ たテ キストが 欲しい（雀）

・導 門 的 な 語 を 敢り入 れるた め に、 今 後 は 外 部 講 師 依 頼（３）

・事 例 に 當ん 怒、 指 導 方 法
が わ かる 研 究 会 淡 必 要（３｝

推 教育に限局登ずに人闘としての生き方を深められる教育（３）

１束１」激 的 な 広 告 などの 清 報 氾 濫 により、 隻 徒 の 牲 に 歯 愛
め が

禾１ｊかなく なりそうなの で そ の 対 策 が 必 要 で ある（２）

・槻 談 に 莱な い 生 徒 へ の フォロ ー 休 制 づくり

・生 徒 に 正しい 勲 識 を与 乏、 自ら 選 択 で きる 能 力 を養う教 育 体 禰

・養 護 教 諭として は、 チ ー ムティー チ ングとして 学 級 潜 動 に 参 加

する 体 織 づくり、 そ の 際 に は「男 女 のよ は い 関 係 の あり 加 、

．．、
蛙 睦 蓋 虹 珪 壺 ２ 襲 塾

．
蛙 ２ 勧 担 じ

．．．．．．．．、．．＿．＿．．．．．．．．．．．．．．．

・父 録 にも教 える 機 会 を 謝すた い

珊、 考 察

１． 健 康閥 題 の関心 に つい て

１） 生 徒の悩 み

生 活・健康 土の 悩み の内 容の 項買別 で 教員

と 比 較 を す る と、
生 徒 は げ イ デ ンティ

テ
ィ」、

Ｆ学校 生 活」 に 関 する 項 冒が 有 意 に高 かく、

他 の 「身 体 の 変 化 ・ 発 達一、
「家 族 関 係」、

ｒ恋

愛 や性 行動」 に 関す る項目 につ いて は有 意差

は 見 ら れ な か っ た。 こ の こ と は、 ア イ
デ ン テ

ィティは自 分の性 格 や感 情の 部分 であり、生徒

秘 自 分の申 で考 完、 行動 を起 こす都 分 でも あ

る、
ま た
、
学 校 生 活 に 関 して は

、
蔵 績 や 進 路

の 不 安、 友 人関係 の 下手 さに つい て悩 むこ
と

が 多く、 で きた ら生 徒自 身が 自分 の申 で解 決

し た い と 考 え る 内 容 で あ る。 つ
ま り
、
アイ デ

ン ティ
テ
ィ
や 友 人 関 係 の よ う な、

あ ま り 教 員 に

知 ら れ たく な い 部 分 は 冒 常 生 活 で は 表 面 だ

っ て 見 完 な い こ と が 教 員 と の 差 と な っ て 現

れ た の で は な い か と 考 え る。

「体 の 変 化 ・ 発 達ｊ、
「家 族 関 係」、

「恋 愛

や 性行 動」 に関 して 両者 間 に 有意 差 が見 ら ね

な かっ た の は、 杜 会的 に 思 春期 特 有 の間 題 と

して 取り 上 げ られ て いる 項 貿 であり、 申 学 生

の 悩 みと して殊 す 二と が で き 征い も ので あ る。

以 上 か らか ら考 える と、 生 徒 と教 員 で差 が 見

ら れ な い の は 当 然 と 考 え ら れ る。
さ ら に、 こ二

れ ら に つい て は、 生 徒 は教 員 に良く 相談 して

い る 内容 で あ るの か、 そ れ と も先 生 方が 気 に

かけ て 生徒 に か かわ って い る 内容 と 言 うこ と

も 考 え られ る。 生徒 と か かわ る 時閥 が 取れ な

い と ジ レ ン マ を 感 じ て い る 教 員 も あ っ た 淋、

多く の 教員 は 員々 生 徒 達と 良く 関わ り、 き め

細 かく 生徒 た ち を見 て いる 結 果 では な い かと

考 え る
。

さ らに、 今知 りた い こと にっ いて
内 容項 賞

別 比 較 で は、
生 徒 は Ｆス ト レス 解 消 法」、

「人

間関 係」、
ｒ人生 や生き 方」 を知 りたい と 思っ

て い た。 そ の な か で も 群 を 抜 い て
「ス ト レ ス

解 消 法」 を 望 ん で い る こ と は、
臼 頃 か ら か な

り の ス ト レス を 感 じ て い る と 考 完 ら れ る。
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小 学 生 と い う 小 地域 の 行動 範 囲 か ら 中 学

生 に な る と 数 校 が 一 緒 に 征 り 中 学 生 生 活 の

地 域 拡 大 が あ り、
行 動 範 囲 が 広 が る。 そ れ に

伴い、 人 間 関係の 複雑 さや 子 どもか ら
大 人に

な らな けれ ばな らな い と い う 葛 藤 な どそ こ

に は 多 く の ス ト レ ス が 考 完 ら れ る。 し か し、

教 員 は 「人 間 関 係」、
「ダイ エ ッ ト」、

「異 性 と

の付 き合 い方」 をあ げて いるカミ中 学生 の知 り

た い 清 報 は も っ と 奥 深 い も の 淋 あ る よ う に

思 え る。

２） 対処 方法

生活・健 康上 の悩み に 対する 対処 方法 の比

較 で は、 生 徒も 教員 も
一 番多 いのが 同性 の 友

人 で あ っ た。
加 藤３） ら も 身 近 に い る 友 人 が 情

報源 であ り、 友 人念 どの 場合 は、 闘
き か じっ

た知 識 を 振り 回 し てい る 場合 が少 なく な い、

必 ず しも 間 題 解 決 が は か られ る と は い え な

い。
ま 危
、 マ
ス メ デイ ア か ら の 情 報 に は、

い

た ず らに 不 安 を煽 る も の や誤 っ た も の で あ

っ たり する な ど、 子 ども 危ち を悩ま 量る 結果

となっ て いると 報告 して いる。 本調 査 ではマ

スメデイア から の情 報より 「一人 で悩 んだ！、

叱 っ と 我慢」 して い る、
Ｆ家族 に 八っ 当 た

り」 な どが 多い こと から、 健康間 題へ の 対処

方 法と して、 もう 少 し申学 生の 二一
ズに 答 完

られ る よ う な 相 談 窓 口 な どの 必 要 性 も 考 え

ら れ る。

さ ら に
、
相 談 相 手 に 望 む 人 の 比 較 か ら は、

健 康閥 題 の 相 談相 手は 両 者 と も に １友 人一、

「理 解 してく れる 人一 が最 も 多かっ た。 相 談

棉 手には、生徒 は
ｒ理解 してく れる 人ｊやｒ親」

が 有意に 高く、 教員 で は
「養護 教諭ｊ が 有意

に 高 か っ た。 し か し、 教 員
か ら の 調 査 で は４）、

生 徒か らの相 談 には、 学級 担任 が比 較的 多く

受 けて い る 実 状 が あっ た。 そ の 相 談
内 容 は

「アイ ディ ンティ ティ」 に関 する間 題 より も

「恋 愛 感 情」 が 主 で あ っ た。
た ま に
、
深 刻 な

間 題 （長 い相 談 時閥 を要す る。 又 は 教員と
生

徒閻 だけ では 解決 でき ない よう な間題） の相

談 も あ る
。
そ の 一 方、 教 員 の 中 に

は 冒 々 の 業

務 に追 われ、 征 かな かゆっ くりと 生 徒の相 談

に 乗 る こ と が 出 来 な い ジ レン マ を 感 じて い

る 実 状 淡 あ っ た。

２． 健康 闘題 （性 教育） に関 する 聞き 取り か
ら

性の蘭題は表面化せず明るく男女協力的な生

徒 たち で あっ て も、 マ スメ ディ ア な どか らの
情

報 が 氾 濫 し て い る。
ま た
、
家 庭 ・ 杜 会 教 育 カ の

低下 等か ら性モ ラル の今 後一層 の逸脱 が 考え ら

れる ので 性教 育は 必要 性で ある と考 えて いる 教

員 が 多 か っ た。 し か し、
性 教 育 を 受 け た 二 と が

無く、 性 教育 研修 会参 加も少 な いの で性 教 育に

自信 の なさ が感 じられた。

塊在 の調 査 した中 学校 では、 性 教育 の授 業 は

年 ２ 回 学級担 任が 行っ てい る。 ま 危、 保健 体育

で は １ 年 次 聯 ２ 次 性 徴一、
２ 年 次 に ＦＨ 互 Ｖｊ、

他に は Ｆ喫 煙間 題」「薬物間 題ｊ があ る。 家 庭 科

の教員 は ｒ夫 立会 い分 娩の どデ オや 中絶 の新 聞

記事 を 教材 に した」 授 業 をし１て いる。 ま た、 養

護 教諭 は林間 学校 前 に初潮 の話 だ けで、 結 局、

性 教育 に関 する授 業 は、
「保 健体 育」、

Ｆ学 級活 動」

「生 物」、
「家 庭 科一、

「養 護 教 諭 の 林 間 学 校、 夏

期 休暇 直 前指導」 の ５領 域 にま た 淋り 行わ れて

いる。 しか し、 養護 教諭 の 作成 した性 教
育授 業

年間 予定 案は ある が各担 当者 淋杷 握 して いな い

こ と も 考 え ら れ る。
さ ら に、

担 当 者 間 の 話 し 合

いや 調整 が十 分に され てい ない のが 現状 であ っ

た
。

Ｖ． お わ り に

思 春期 にある 中 学生の 健 康問題 は一 生 を通 し

て考 える と人 生の 基盤 にな る時期 で ある。 体 ・

心と 健全 な成 長発 達を 遂 げら祝 るよ う子 ども た

ち をサ ポー トを する 取り 組み 淋 必要 で ある。

今 まで の わ抗 われ の調査 結果 か らも ｒ友人」、

「親」、
「教 員」 が 重 要 な 位 置 に あ る 二 と が 明 ら

かになっ て いる。 今 回の 教員 の聞き 敢り 調
査で

も 殆 どの教 員 淋性 教育 の必 要 性 を認 め て いる。

しか し、 性 教育を 受け たこ との 荏い 教員 が多

く そ の 指 導 に 戸 惑 い を 感 じて い る こ と も 明 確

とな った。 より よい 性 を含
め た 健康 教育 を行う
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ため には、 子 ども たち の二 一ズ を正 確に 知る 必

要 が あ る。
そ の 二 一 ズ を 知 っ た 上 で、

家 庭 ・ 学

校・ 地域 と連 携 し、 中 学生 の健 康間 題を 解決 す

る た め の シ ス テ ム を 構 築 す る こ と が 必 要 で あ

ろう。 特に 情報 の 入手 しづ らい リ プロ ダク ティ

ブ・ ヘル ス に関 する正 確 な情報 は、 子 ども たち

が 必 要 な 時 に 自 由 に 入 手 でき る よ う に した い

も の で あ る。
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